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を
要
し
な
い
無
線
設
備
の
機
器
を
定
め
る

件
の
一
部
を
改
正
す
る
件
(
詞
一
ニ
�
 一一己

船
舶
自
動
識
別
装
置
又
は
簡
易
型
船
舶
自

べ
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電
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を
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め
る
件
(
同
一
-
六
一
一
)
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船
舶
長
距
離
識
別
追
跡
装
置
を
備
え
る
こ

を
改
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す
る
件
(
同
一
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パ
一
五
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無
線
従
事
者
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資
格
を
要
し
な
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簡
易
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総
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省
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十
七
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占
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よ
う
に
定
め
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総
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時
計
、
業
務
書
類
等
の
備
え
つ
け
を
省
略

一
叉
は
共
用
で
き
る
場
合
を
定
め
る
件
の
一

部
を
改
�
 
ょ
す
る
件
(
岡
三
�
 七
)

無
線
局
免
許
手
続
規
則
第
三
条
の
去
一
の

我
正
す
る
件
(
間
三
(
〉
八
)

無
線
局
免
許
申
請
書
等
に
添
付
す
る
無
線
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一
で
き
る
無
線
局
及
び
省
略
で
き
る
も
の
の

一
範
閉
並
び
に
そ
の
倍
え
つ
け
場
所
の
特
例
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項
の
特
定
船
舶
局
を
定
め
る
件
の
一
部
を

戸
電
波
法
務
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

電
波
法
施
行
規
制
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
四
口
さ
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
つ

一
第
二
条
第
一
項
第
三
十
七
号
の
回
中
「
船
舶
の
船
名
、
位
陸
、
針
路
、
速
度
そ
の
他
の
情
報
」
を
一
船
舶
の
船
名
そ

諸
事
項
書
及
び
工
事
設
計
書
の
終
日
轍
に
記

載
す
る
た
め
の
コ

1
ド
(
無
線
局
の
目
的

コ
!
ド
及
び
通
信
事
項
コ
ー
ド
を
除
く
。
)

を
定
め
る
件
の
了
』
仰
を
改
正
す
る
件

九
)
�
 

O
海
上
移
動
業
務
に
使
用
す
る
電
波
の
型
式

O

i

)
?
の
他
の
船
舶
を
識
別
す
る
情
報
、
位
選
、
針
路
、
速
度
そ
の
他
の
自
動
的
に
更
新
さ
れ
る
情
報
で
あ
っ
て
航
行
の
安
全

に
関
す
る
情
報
及
び
ロ
的
地
、
目
的
地
へ
の
到
着
予
定
時
刻
そ
の
他
の
手
動
で
更
新
さ
れ
る
情
報
で
あ
っ
て
運
航
に
関

O

一
部
を
改
正
す
る
件
(
同
三
一
〈
〉
)
�
 

五
手
関
す
る
情
報
の
み
を
船
舶
賂
紹
反
鹿
又
は
船
舶
局
と
海
伴
局
と
の
慌
に
お
い
て
自
動
的
に
送
受
信
す
る
機
能
そ
む

令
(
総
務
五
七
)
�
 

O
ナ
ブ
テ
ッ
ク
ス
受
信
機
の
技
術
的
条
件
を

守
す
る
ち
の
を
い
う
。

無
線
設
構
規
則
の
一
部
を
改
宣
す
る
省
令

=
第
十
二
条
第
五
項
中
「
船
舶
自
動
説
別
装
置
」
の
下
に
又
は
簡
易
型
船
舶
己
動
議
別
装
置
」
を
加
え
、
問
項
に
次

ん

=
た
だ
し
、
簡
易
型
船
舶
自
動
識
別
装
暢
践
を
備
え
る
船
舶
局
に
お
い
て
は
、

古
波
数
を
法
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

二
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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十
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�
 ハ
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一
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級
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別
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舶
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無
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設
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の
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船
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路
、
速
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の
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の
自
動
的
に
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新
さ
れ
る
怯
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あ
っ
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行
の
安
全
に
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め
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す
る
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す
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正
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共
団
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生
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係

動
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別
装
置
か
」
備
え
る
船
舶
烏
が
具
備
す

と
を
要
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い
船
舶
を
定
め
る
件
の
込
部

行
動
識
別
装
置
及
び
簡
易
型
船
舶

動
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別
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に
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い
て
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第
‘
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刻
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か
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去
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十
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。
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に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

3

簡
易
型
船
舶
自
動
識
別
装
置
は
、
第
一
項
第
一
口
守
(
ハ
、
チ
か
ら
ヌ
ま
で
及
び
ワ
か
ら
ヨ
ま
で
を
除
く
。
)
の
規
定

に
よ
る
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
ら
二
台
了
。
二
五
日
ま
で
の
二
五
庇
間
隔
の
二
ニ
波
の
倒
周
波
数
に
お
い
て
動
作
す
る
た

M

K
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震
第
四
十
条
の
十
第
二
項
第
一
号
中
「
印
字
」
の
下
に
「
又
は
狭
像
一
期
へ
の
表
示
」
を
加
え
る
。

第
四
十
況
条
の
一
ニ
の
四
の
見
出
し
を
「
(
船
舶
自
動
識
別
装
讃
等
ど
に
改
め
、
問
条
第
一
項
中
「
�
 
一
�
 電波
を
使
用

F

D

す
る
時
分
割
多
元
接
続
方
式
に
よ
る
通
信
及
び
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装
置
に
よ
る
通
信
そ
行
う
船
舶
局
で
あ
っ
て
、
無

線
通
信
規
則
付
録
第
十
八
号
の
表
に
掲
げ
る
周
波
数
の
電
波
そ
使
用
す
る
も
の
の
無
線
設
備
」
を
「
船
舶
局
に
備
え
る

船
舶
自
動
識
別
装
置
」
に
改
め
、
問
項
第
一
号
カ
中
「
箇
有
の
情
報
を
い
う
」
の
下
に
「
。
以
下
同
じ
」
を
、
「
更
新
さ

れ
る
も
の
を
い
う
」
の
下
に
つ
以
下
問
じ
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
�
 一
�
 電波
を
使
用
す
る
時
分
割
多
元
援

F

D

続
方
式
に
よ
る
遜
信
及
び
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装
置
に
よ
る
通
信
を
行
う
海
岸
局
で
あ
っ
て
、
無
線
通
信
規
則
付
録
第

十
八
号
の
表
に
掲
げ
る
附
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
の
無
諒
設
備
」
を
「
海
岸
局
に
備
え
る
船
舶
自
動
識
別
装
置
」

二
三
・
五

め
の
周
波
数
選
択
機
能
及
、
ひ
海
岸
局
か
ら
の
制
御
に
よ
る
周
波
数
切
替
機
能
を
'
有
す
る
こ
と
。

ロ
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装
置
に
よ
る
海
岸
局
か
ら
の
制
御
に
よ
り
屑
波
数
を
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
機
能

そ
有
す
る
こ
と
。

ハ
船
舶
の
静
的
情
報
及
び
動
的
情
報
を
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

ニ
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
技
術
的
条
件
に
適
合
す
る
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
ス
(
電
波
を
発
射
し
よ
う
と
す
る
場

合
に
お
い
て
当
該
電
波
と
周
波
数
そ
同
じ
く
す
る
電
波
を
受
信
す
る
こ
と
に
よ
り
一
定
の
時
間
自
己
の
電
波
を

発
射
し
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
を
い
う
。
以
下
向
じ
J
を
備
え
付
け
て
い
る
ζ

と。

送
信
装
置
の
条
件

四� 

高
レ
ベ
ル
入
力
時
の
誤
り
特
性

隣
接
チ
ャ
ネ
ル
妨
害
除
去
比

ス
プ
リ
ア
ス
・
レ
ス
ポ
ン
ス

(
乙
七
デ
シ
ベ
ル
(
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
 
デ
シ
ベ

ル
と
す
る
。
〉
の
希
繋
波
信
号
を
加
え
た
場
合
の
パ

パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
り
、

(
一
)
七
七
デ
シ
ベ
ル
(
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
 
デ
シ

O

O
O

ケ
ッ
ト
誤
り
率
は
、
一

ベ
ル
と
す
る
。
)
の
希
望
波
信
号
を
加
え
た
場
合
の
パ

、炉
ケ
ッ
ト
-
誤
り
率
は
、
二
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
と

(
一
)
一
 

二
ア
シ
ベ
ル
(
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
�
 デ

シ
ベ
ル
と
す
る
。
)
の
希
望
波
信
号
と
四
�
 

ヘ
ル
ツ
�
 

O

z
 

O
O
O

(
周
波
数
偏
移
は
(
±
)
三
五
と
す
る
。
)
で
変
調
さ

れ
た
(
一
)
三
一
デ
シ
ベ
ル
(
て
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を

デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
〉
の
隣
接
チ
ャ
ネ
ル
の
周
波
数
でO

あ
る
妨
害
波
を
同
時
に
加
え
た
場
合
の
パ
ケ
ッ
ト
誤

り
率
は
、
ニ
�
 パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。

O

(
一
)
一
 

二
ア
シ
ベ
ル
(
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を
�
 デ

シ
ベ
ル
と
す
る
。
〉
の
希
望
波
信
号
と
四
�
 

ヘ
ル
ツ

O

O
O
O

，

(
周
波
数
偏
移
は
(
+
一
)
一
一
一
回
と
す
る
。
)
で
変
現
制
さ

れ
た
(
一
)
=
二
デ
シ
ベ
ル
(
一
ミ
リ
ワ
ッ
ト
を

デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
)
の
特
定
の
周
波
数
の
妨
害
波
を

同
時
に
加
え
た
場
合
の
パ
ケ
ッ
ト
誤
り
率
は
、
二

パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
ζ

と。 L
U
 

O O

前
三
口
勺
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
総
務
大
径
が
別
に
告
示
す
る
技
術
的
条
件
に
適
合
す
る
こ
と
。

第
四
十
九
条
の
八
第
一
号
ヘ
中
「
(
混
信
を
防
止
す
る
た
め
の
装
置
そ
い
う
。
以
下
問
じ
。
ど
を
削
る
。

別
表
第
一
号
の
表
注
必
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

会

意
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d
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q
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U
d
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蜘
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掛
淫
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割
�
 δ
隊
部
別
協
議
�
 Fn

蛮
畑
出
沼
毒
雲
�
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�
 

h

浪
速
・
叫
が
識
務
局
)
翠
敵
陣
糟
河
�
 δ
琳
扮
萄

同
怖
存
�
 

ιー、，
事、希ベ	 」 るツ と

二望ル 条 と こト
条件O波( 件

パ信一� 三五� 

別
表
第
二
号
第
一
の
表
1
1
の
項
中
「
毒
患
窃
響
識
さ
総
理
(
ボ
寸
静
子
亙
葱
札
口

蹴
廿
制
崩
漫
燃
職
〈
山
下
寸
勢
、
�
 
謂
醐
比
�
 

】両国� 

伊
見
)
甲
一
れ
頭
以
。
�
 

頭
湖
沼
悪
意
閉
山
懇
欝
湖
一
」
熊
翻
」
に
改
め
る
。

か
ら
施
行
す
る
。
�
 

D
E

B	 F-nr 

B
DT

E
加
え
る
。

y

V
A
N
m

N
E
)

)
M
N
G

伊
δ
計
百
回
以	  
0

)

」
を
「
毒
�
 

A
M

持
出
N
S

あ
る

酷
�
 

セをリ O-ニア

ン加ワ ミシ
トえツ -の は
以たト
下場者E
で合O

秒高ル幸 五八
二0
ーパ

百

分万

あのデ の

附

則

あ
る� 

こ
の
省
令
は
、
公
布
の

O
総
務
省
令
第
五
十
九
号

電
波
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
)
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
夜
明
等
に

関
す
る
規
剥
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平

成

ニ

十

一

年

六

月

八

日

総

務

大

医

鵠

山

邦

夫

特
定
無
線
設
備
の
技
術
墓
地
中
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
制
(
昭
和
五
十
六
年
郵
政
省
令
第
一
一
一
十
七
号
)
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

の

立上

毒
装
置
の
条
件

区
別

第
二
条
第
一
項
に
次
の
一
号
が

五
十
八
設
備
規
則
第
四
十
支
条
の
三
の
四
第
三
項
に
お
い
て
そ
の
無
線
設
備
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
簡
易
型

船
舶
自
動
識
別
装
置

時賠り

区別� 

るパシ( 	 O G 
五十と毎秒 Mこケベー 九� 

とツル) 五� S 
。トとー す K 
誤すO 以内 -t: 
りる七	 で
率Jデ
はのシ 長
 

1号ミ
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備設線無の号七十五第項一ゐ第条二第O 

b 備設線無の号七十五腕J吉正副� 
C C) 轍線無の号八十五第項ー第条二第!

~， 

r、、ノ� 

別
表
第
一
号
一
間
ア
の
表
中

~ 

L一一� 

f 

に
改
め
る
。

(
〉
一
ハ
)



4 

電
波
」
に
、
「
無
線
設
備
の
み
」
を
「
無
線
設
備
又

は
簡
易
型
船
舶
自
動
識
別
装
置
の
み
」
に
改
め
る
。

平成� 21年� 6月� 88 月曜日 官� 報 (号外第 119号)

O OO O

激
減
目
撃
話
相
中
立
製
設
浦
港
整
制

U

h
hH

B
H
C

過
号
制
論
調
難
錨
議

三
水
産
庁
又
は
地
方
公
共
団
体
が
所
有
し
又
は
運
航
す
る
漁
業
取
締
船

ζ

の
省
令
は
、
公
布
の
臼
か
ら
施
行
す
る
。 

総
務
省
告
示
第
三
百
六
号

J
A

総
務
省
令
第
六
十
号

E
N

総
務
省
告
示
第
三
百
七
号

総
務
省
告
示
第
三
百
二
号

一
一
一
豆
電
波
」
を
「
、 

三 

引
け
引
州
判
ベ
剖
川
副
劉

総
務
省
告
示
第
三
百
八
号

日 

噺
翠 

改
め
る
。

総
務
省
告
示
第
三
百
三
号

第
一
項
第
十
号
中
「
第
四
十
五
条
の
三
の
四
」
を
「
第
四
十
五
条
の
一
一
一
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

総
務
省
告
示
第
三
百
四
号

山
O O O

別
表
第
十
四
号
の
表
中
「
「
霊
喜
一
護
霊
一
麗
蹴

F

F

E

制
訓
刷
刻
印
叶
羽
打
遜

必淵柚調印∞羽附

則 

五剖
 

(
}
朗
自
〉 

「「
 

g

HP4

会

日

間
町
〉

F

D
一 

に
改
め
る
。

quw

ヲム

電
波
一
六
一
・
五
七
五
旧
及
び
一
六
一
・
八
七
笈
一
則

M 

邦
夫

総
務
大
陸

印
」
」
が
』

電
波
法
施
行
個
別
則
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
四
号
)
第
十
一
一
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
船

舶
自
動
識
別
装
置
又
は
筏
易
型
船
舶
自
動
識
別
装
彊
を
備
え
る
船
舶
局
が
具
備
す
べ
き
電
波
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

な
お
、
平
成
十
四
年
総
務
省
告
示
第
三
百
八
十
号
(
船
舶
自
動
識
別
装
置
を
備
え
る
船
舶
局
が
異
備
す
べ
き
電
波
を

定
め
る
件
〉
は
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
一
年
六
月
八
日

平
成
二
十
一
年
六
月
八
日

加
え
る
。

八
簡
易
型
船
舶
自
動
識
別
装
置
(
適
合
表
示
無
線
設
備
に
限
る
。
)

O
総
務
省
告
示
第
三
百
九
号

無
線
局
免
許
手
続
規
則
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
五
号
)
別
表
第
二
号
の
二
第
6
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
十
六
年
総
務
省
告
示
第
八
百
五
十
九
号
(
無
線
開
府
免
許
申
請
書
等
に
添
付
す
る
無
線
局
事
項
書
及
び
工
事

設
計
書
の
各
様
に
記
載
す
る
た
め
の
コ
ー
ド
(
無
線
局
の
悶
的
コ 
1
ド
及
び
過
信
事
項
コ
ー
ド
を
除
く
。
)
を
定
め
る
件
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

機
器
を
定
め
る
件
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平

成

二

十

一

年

六

月

八

日

総

務

大

使

鳩

山

邦

夫

電
波
法
施
行
規
則
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
桐
規
則
第
十
四
号
)
第
十
一
条
の
五
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

昭
和
六
十
一
年
郵
政
省
告
示
第
二
百
二
十
二
守
(
型
式
検
定
に
合
格
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
愛
し
な
い
無
線
設
備
の

し一

量産2識さEE

第
十
七
項
を
第
十
八
項
と
し
、
第
八
項
か
ら
第
十
六
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
七
項
の
次
に
次
の
一
項
を

議
』 

無
線
局
免
許
手
続
規
則
(
昭
和
二
十
厄
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
五
号
)
第
四
条
第
一
一
項
の
表
六
の
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
三
年
郵
政
省
告
示
第
六
十
一
号
(
無
線
局
免
許
手
続
規
則
第
三
条
の
表
一
の
項
の
特
定
船
舶
局
を
定

め
る
件
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平

成

二

十

一

年

六

月

八

日

総

務

大

霞

鳩

山

邦

夫

邦
夫

山

第
一
項
の
表
十
六
の
項
中
「
又
は 

鳩

総
務
大
飯

平

成

二

十

一

年

六

月

八

日

総

務

大

臣

鳩

山

邦

夫

電
波
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
口
匂
)
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

成
二
十
年
総
務
省
告
示
第
七
百
十
四
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

平
成
二
十
一
年
六
月
八
日

第
2
の
第 
2
表
中

電
波
法
施
行
規
則
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
競
則
第
十
四
号
)
第
三
十
八
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭

和
三
十
五
年
郵
政
省
告
示
第
千
十
七
弓
(
持
計
、
業
務
書
類
等
の
備
え
つ
け
を
省
略
で
き
る
無
線
局
及
び
省
略
で
き
る

も
の
の
範
毘
並
び
に
そ
の
備
え
つ
け
場
所
の
特
例
又
は
共
用
で
き
る
場
合
を
定
め
る
件
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

周
波
数
割
当
計
画
(
平

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
臼
か
ら
施
行
す
る
。 

同
簡
易
型
船
舶
自
動
識
別
装
霞

第
一
項
中
「
施
行
規
則
第
一
二
十
三
条
第
六
号
間
」
を
「
施
行
規
則
第
三
十
三
条
第
六
号
間
」
に
改
め
る
。

第
一
一
一
項
第
一
号
中
附
を
悶
と
し
、
憎
か
ら
同
ま
で
を
刊
か
ら
例
ま
で
と
し
、
闘
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

に
改
正
す
る
。

平

成

ニ

十

一

年

六

月

八

回

総

務

大

臣

鳩

山

邦

夫

登
録
点
検
葦
采
者
等
規
則
(
平
成
九
年
郵
政
省
令
第
七
十
ム
ハ
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

電
波
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
)
そ
実
務
す
る
た
め
、
登
録
点
検
事
業
者
等
規
則
別
の

る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平

成

二

十

一

年

六

月

八

日

総

務

大

臣

鳩

山

議
録
点
検
事
業
者
等
規
則
の
一
部
そ
改
正
す
る
省
令

別
表
第
四
号
第
三
の
二
の
表
中
「
船
舶
自
動
識
別
装
霞
」
を
「
船
舶
自
動
識
別
装
置
及
び
簡
易
型
船
舶
自
動
識
別
装

霞
」
に
改
め
る
。

附

則

邦
夫

電
波
法
施
行
規
則
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
四
号
〉
第
三
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二

年
郵
政
省
告
示
第
二
百
四
十
号
(
無
線
従
事
者
の
資
格
そ
要
し
な
い
簡
易
な
操
作
を
定
め
る
件
〉
の
一
部
を
次
の
よ
う

部
を
改
正
す

L 

第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

河
口 

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平

成

二

十

一

年

六

月

八

日

総

務

大

臣

鳩

山

邦

夫

〈

O 

O
総
務
省
告
示
第
三
百
五
号

F
W
が
論
議
開
神
議 

電
波
法
施
行
規
制
問
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
癒
理
委
員
会
規
則
第
十
四
号
)
第
二
十
八
条
第
六
項
の
規
定
に
感
づ
き
、

平
成
二
十
年
総
務
省
告
示
第
七
百
二
号
(
船
鮪
長
距
離
識
別
追
跡
装
置
を
備
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
船
舶
を
定
め
る
件
)

様
式
第
七
号
注
4
の
表
中
「 

O 
〈

を

t'-)!lD車 L 吟画謝
罪空 港油護議議 機 長韓協

宮出 塁持論 議議�  nmi 
議 道線 a 3:E量産

畿 務

経追随a3::r: 返送�  z
需戸 理'司 '可3

毒懇 意宣言迫
;:m.~雲[l}15 '-' 霊雲幸
建組) ~軍団 正吾 lJIト 

議室聖 議E聖� E聖

警警傑淫 熊き
醸提言 諸般 察濡

に を

鳩
山

書聖

に
改
め
る
。

通離E 遜醸底辺
〉迫隷)適否書{� 

'< '<il!i 
E覇::r: 喜華民主普
通E苛 喜曹司〈

副il!i酸菌逗
お鶏迎主要(
"-"< '-'"< 1WJ 

出� z 苦言
明 司 〈

鳩
山

邦
夫
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よ
う
に
加
え
る
。

ロ
第
一
の
一
一
の
�
 
7
、
8
及
、
ひ
日
の
条
件
に
適
合
す
る
こ
と
ハ

印
字
�
 を
「
当
た
り
一

第
一
一
の
一
の

る

件

)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

一

識

別

装

議

の

技

術

的

条

件

そ

次

の

よ

う

に

定

め

る

。

平日成� 
a

p

ト

会

年

六

月

八

日

総

務

大

医

鳩

山

邦

夫

な

お

、

平

成

十

回

総

'

総

務

省

告

示

第

三

百

八

十

九

日

(

船

舶

白

融

制

球

別

装

湿

の

技

術

的

条

件

を

定

め

る

件

)

は

、

廃

嬰
議
出
一
」
掛
町
一
躍
一
を
一
止
す
る
に

E

無
線
局
運
用
規
則
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
問
委
員
会
規
則
則
第
十
七
口
庁
)
第
五
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
五
一
無
線
設
備
続
則
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
八
号
)
第
四
十
五
条
の
二
一
の
四
第
一
項
第
五
号
、
第

十
九
年
郵
政
省
告
示
第
九
百
六
十
四
日
ち
(
海
上
移
動
業
務
に
使
則
す
る
電
波
の
烈
式
及
び
周
波
数
の
使
川
悦
別
そ
定
め
て
語
ハ
第
三
号
H
W
び
に
第
三
項
第
一
号
ニ
及
び
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
舶
自
動
識
別
装
窓
及
び
簡
易
型
船
舶
自
動

「掛市町掛� D
D
恐
議
団
一
語
闘
い
�
 
μ
一
件
強
凶
阿
倍
懇
意
軍
部
議
国
露
関
一
に
改
め
る
�
 

O
総
務
省
告
示
第
三
百
十
一
口
ち

1

日
同
動
モ
!
ド
に
お
け
る
惰
般
の
送
伝
時
間
間
隔
は
、
静
的
情
報
及
び
航
行
関
連
情
報
の
送
信
に
お
い
て
は
�
 

L

ハ

t
械
に
掲
げ
る
船
舶
の
状
態
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ド
機

第
一
の
一
の
�
 
1
中
「
ナ
ブ
テ
ッ
ク
ス
通
信
」
を
「
ナ
ブ
テ
ッ
ク
ス
送
信
装
績
を
備
え
る
海
山
序
局
の
通
報
」
に
改
め
、
一

O
O文
字
」
を
「
五
�
 
C
C字
」
に
改
め
、
同
第
一
の
三
の
↑
�
 

i
中
「
装
着
」
か
二
装
着
す
る
こ
と
が
」
に
改
め
、
同
第
一
の
四
を
削
り
、
同
第
一
の
五
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
一

l

セ
ン
ト
以
上
」
に
改
め
、
向
日
を
同
こ
の
9
と
し
、
同
一
一
の
�
 U

L

L

ハ
字
以
と
で
一
�
 O
行
以
上
又
は
一
行
当
た
り
一

映
像
函
ヘ
表
示
す
る
こ
と
が
」
に
改
め
、
岡
山
山
を
同
二
の
刊
と
し
、
同
二
の
口
及
び
刊
泌
を
出
り
、
同
第
二
の
こ
に
次
の

ザ、ー

I
T
U
-
R
勧
告
(
凶

j
k
H
G
C

N
T，、
�
 

出

ν
A
A
V

，
1
J
V

け
川
叶
W

ホ
i
w

U
U
1
郵
窯
�
 

)
X
d
℃
ム
ば
[
勺
(
園
調
�
 

無
線
設
備
規
則
(
昭
和
平
:
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
ト
八
い
�
 第
四
十
条
の
十
第
一
項
第
一
号
及
び
沼
間
弓

一
一
一
般
的
条
件

並
び
に
第
一
項
第
四
日
づ
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
六
年
郵
政
省
缶
ポ
第
五
百
四
十
回
号
(
ナ
ブ
テ
ッ
ク
ス
受
信
機
の
技
一

術

的

条

件

そ

定

め

る

等

の

件

)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

〉

一

一

平

成

二

十

一

年

六

回

バ

八

巴

総

務

大

医

鳩

山

邦

夫

一

分

と

し

、

動

的

情

報

の

送

信

に

お

い

て

は

、

次

表

の

J

)

O
総
務
省
告
示
第
三
百
十
号
�
 

総
務
省
告
示
第
三
百
十
二
号

O

示
が
」
に
改
め
一
、
同
第
二
の
二
中
「
受
ほ
・
印
字
機
誌
の
条
件
」
を
「
受
信
及
び
印
字
又
は
友
一
ぷ
機
能
の
一
般
的
条
件
」

同
第
一
の
二
の
�
 
4
中
「
常
に
」
を
削
り
、
同
二
の
9
中
「
五
�
 

さ

る

こ

と

。

一

O

に
改
め
、
間
二
の
4
中
「
常
に
受
信
の
た
び
に
印
字
」
を
「
受
信
の
た
び
に
印
字
又
は
映
像
面
へ
の
表
示
、
か
」
に
改
め
、

同
信
の
�
 7及
び
�
 
8
そ
削
り
、
同
一
一
の
�
 9中
「
印
字
」
そ
「
印
字
又
は
映
像
面
へ
表
一
戸
一
に
改
め
、
同
9
を
同
二
の
7
と

し
、
同
二
の
叩
及
び
は
か
」
削
り
、
同
二
の
ロ
そ
向
-
一
の
�
 8と
し
、
同
二
の
日
中
「
問
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
」
を
「
四
パ
ー

及
び
お
そ
制
り
、
同
二
の
山
中
「
あ
た
り
三

O
字
以
上

字
以
上
で
十
六
行
以
ト
し
の
文
字
を
印
字
又
は

一
号
か
ら
第
五
ワ
一

ω規
定
に
巡
合
す
る
ナ
ブ
テ
ッ
ク
ス
通
信
そ
受
信
し
、
印

る
ナ
ブ
テ
ッ
ク
ス
送
信
装
置
そ
備
え
る
海
岸
局
の
通
報
そ
受
信
し
、
一
で
�
 ω受
伝
し
た
情
報
の
印
字
又
は
映
像
面
へ
の
表

回

表

示

さ

れ

て

レ

る

通

報

の

中

か

ら

選

ば

れ

た

任

意

の

通

報

一

第

一

の

一

わ

そ

第

一

の

四

と

す

る

。

一

第
一
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一
二
印
字
機
能
そ
有
す
る
場
合
の
条
件

1

0

万
字
以
に
し
の
印
字
が
可
能
な
用
用
紙
を
装
品
着
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と

0

4
印
字
装
置
へ
の
出
力
端
子
そ
有
し
、
か
っ
、
次
に
掲
げ
る
通
報
を
そ
れ
ぞ
れ
選
択
し
て
出
力
す
る
こ
と
が
で
一

2

印
字
装
置
へ
の
出
力
端
子
そ
布
し
、
か
っ
、
第
一
の
四
の
4
の
付
か
ら
困
ま
で
(
悼
を
除
く

却
慨
を
そ
れ
ぞ
れ
選
択
し
て
出
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

3

第
一
の
何
一
の
日
並
び
に
凶
の
�
 2及
び
�
 3の
条
件
に
適
合
す
る
こ
と
。

c

)

に
掲
げ
る
通

C

四
映
像
出
へ
表
示
す
る
機
能
を
有
す
る
場
合
の
条
件

1

-
今
五
ハ
)
字
で
一
九
�
 
以
上
の
通
報
が
記
櫨
さ
れ
、
か
っ
、
人
為
的
な
消
去
、
が
で
き
な
い
こ
と
。
ま
た
、
記
憶

容
量
を
超
え
る
相
刷
会
は
、
最
新
の
も
の
、
が
優
先
し
て
記
位
さ
れ
る
と
と
っ

2

第
一
の
三
の
�
 
2
か
ら
4
ま
で
の
条
件
に
適
合
す
る
こ
と
。

村

受

信

し

た

す

べ

て

の

通

報

一

ω
記

憶

さ

れ

て

い

る

す

べ

て

の

通

報

一

同

指

定

し

た

受

信

回

波

数

、

位

置

又

は

送

信

者

に

係

る

す

べ

て

の

通

縦

一

阿

表

示

さ

れ

て

い

る

す

べ

て

の

通

報

一

j

hf

巾
「
十
月
七
日
」
を
削
り
、
「
(
ナ
ブ
テ
ッ
ク
ス
送
信
装
闘
の
技
術
的
条
件
を
定
め
る
件
)
第

」
を
「
第
二
項
各
号
の
規
定
に
適
合
す
一

a

民
一
第
一

一
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

第
一
給
総
局
に
備
え
る
船
舶
自
動
議
別
装
置
の
技
術
的
条
件

代
�
 

I
T
U
-
R

I
T
U
R

-
変
調
符
号
は
、
 

勧
告
玄
・
怠
ω
で
定
義
さ
れ
る
シ
ン
ボ
ル
符
号
を
用
い
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の

文
字
デ
1
タ
は
、
�
 

勧
告
ζ
・
由
民
で
定
義
さ
れ
る
シ
ン
ボ
ル
符
口
可
申
佐
川
い
る
こ
と
。

三
デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装
置
送
信
部

二
時
分
割
多
一
冗
接
続
方
式
送
信
部

d

際
電
気
通
信
連
合
無
線
通
信
部
門
の
勧
告
を
い
う
。
以
下
両
じ
。
)
ζ
・
ロ
ロ
に
従
う
こ
と
。

℃

ア

時

点

一

∞

立

∞

同

町

田

�

 

∞

目

白

∞

-
二
つ
の
異
な
る
同
阿
波
数
で
交
互
に
送
信
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

2

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
構
造
は
次
の
と
お
り
と
し
、
そ
の
他
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
関
す
る
事
項
は

2

機
お
が
ま
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
の
試
験
は
、
任
怠
の
潟
期
を
設
定
し
て
行
う
こ
と
が
で
さ
る
こ
と

3

空
中
線
系
の
開
放
又
は
短
絡
に
よ
り
動
作
中
の
装
置
に
損
傷
そ
与
え
な
い
こ
と
。
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市
可

第
一
以
凶
イ
中
「
「
斗
安
心
片
山
三
禁
止
を
「
4
4
撲
滅
足
ぷ
」
に
改
め
、
川
イ
の
た
一
日
記
泊
中
「
悪
意
�
 

ぷ

成

二

十

一

年

六

月

八

日

総

務

大

陸

鳩

山

邦

土

人

�

 

S
 

彩、 秒

ム

ノ、 。秒 分 C秒 秒 分
の

送時

N
Z
 

十秒
隔間間� 

C
 



2 

己
目
一
)
口
一
野
沼
設
国
一
↑
百
円
山
、
�
 (
ζ
ζ

山
戸
)
�
 

h

-

R

xd

i
い
U

q
b

望
波
信
号
と
希
望
波
間
阿
波
数
よ
り
五
り
凶

C
C
ヘ
ル
ツ
(
周
一
波
数
一
協
移
は
士
一
)
�
 

ヅ
b

五
一
一
〉
日

唱

K

11 9号) 621年� 6月8R  (号外第平成� 月 I~R 日

C

『寸

河
じ
。
)
の
希
望
波
信
号
ー
と
次
の
い
ず
れ
か
の
妨
害
波
そ
同
時
に
加
え
た
と
き
の
パ
ケ
ッ
ト
摂
り
か
�
 が
そ
れ
ぞ
れ
二

T

他
の
無
線
川
の
船
舶
自
動
議
別
装
毘
か
ら
充
射
さ
れ
た
震
波
そ
受
信
し
た
と
き
の
、
受
信
機
入
力
レ
ベ
ル
が

パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
�
 

七
デ
シ
ベ
ル
以
�
 
し
の
伎
で
あ
っ
て
、
雑
首
の
レ
ベ
ル
に
一
�
 
デ
シ
ベ
ル
を
加
算
し
た
値
又
は
雑
自

妨波

4

外
部
の
機
訟
に
表
示
す
る
た
め
又
は
航
行
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
出
力
す
る
た
め
、
�
 

規
格
(
日
間
際
電
気

に
準
拠
し
た
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
有
す
る
こ
と
。

O

o
E
Z
2

L

f

O

I
E
C

Ii 

… 
一九~
卜門d

.
v
a
J
1
1

一(
 

ド
川
一
で
」
|

〉
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�

 
亡rr沼? イ亡市弓I 望希� 

M

I

凶

日土
法
�
 
1

3

タ
イ
ム
ダ
イ
パ
�
 シ
テ
ィ
の
時
間
関
院
は
、
一
一
一
心
分
の
一
秒
で
あ
る
こ
と
。

i

l

町
一
刊
に
�
 
守
い
¥
以
議
�
 「
古
ぷ

和
互
変
調
特
性
は
、
受
伝
機
入
力
(
二
一

干
潟
い
無
変
調
信
号
の
妨
古
波
及
び
希
望
波
周
波
数
よ
り
一

Z
 

J

一
一
回
と
す
る
�
 

O

相
互
変
誠
特
性
は
、
受
信
機
入
力
〈
一
)
�
 

問
デ
シ
ベ
ル
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
心
構
造
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と

回
-
民
同
一
一
戸
一
寸
一
ル
ヤ
リ
戸

U
で
変
調
さ
れ
た
妨
害
波
の
い
ず
れ
か
を
同
偽
記
『
加
え
た
場
合
に
お
い
て
、
ピ
ッ
ト
誤
り
率
が
そ
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ア
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ミ
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ワ
ッ
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O
B
u

t
'
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四
�
 

qju f移偏nm
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O
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
「
以
下

フ ーア T 
ン ン シ� 

yレ
./¥ ベ� ""
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第
三
間
易
収
船
船
口
動
識
別
装
穫
の
技
術
的
条
件

五
一
斉
川
報
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
信
す
る
こ
と
が
で
さ
る
こ
と
。

tfJ 

c

間
施
行
知
町
民
第
六
条
の
五
第
一
七
日
与
に
続
定
す
る
海
ト
一
五
妙
動
業
務
識
別
を
用
い
て
個
々
の
船
舶
局
に
対
し
て
メ
ツ

一
一
一
船
舶
�
 
H
M
の
送
じ
信
り
に
対
し
て
レ
一
ビ
�
 タ
動
作
げ
を
行
う
こ
と
が
で
さ
る
こ
と
。

i

チ
ャ
、
不
ル
管
照
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
使
山
附
す
る
こ
と
が
で
さ
る
こ
と
。

二
時
分
割
/
乏
冗
接
続
ち
式
送
信
部

ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
織
活
は
法
二
の
こ
の

2
の
と
お
り
と
す
る
。
�
 

-Z

二
符
分
割
多
一
応
接
続
方
式
受
信
部

i2i 2

1

T

U

R
勧
告
云
�
 ご
に
ば
め
ら
れ
て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
う
ち
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
需
号
が
二
二
、
一
八
、

z

の
レ
ベ
ル
が
(
一
)
七
七
デ
シ
ペ
ル
の
偵
を
超
え
る
場
合
は
、
電
波
の
発
射
を
行
わ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

0
 

3

チ
ャ
ネ
ル
管
理
は
、
海
岸
川
か
ら
の
制
御
の
み
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
。

船
山
刷
局
ト
�
 

し
て
村
旧
民
の
送
七
時
間
間
隔
を
任
意
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
ζ
と。

ι
L
P
J

と
な
る
と
き
の
妨
害
波
の
レ
ベ
ル
は
、
(
一
)
二
口
デ
シ
ベ
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

海
岸
川
同
に
備
え
る
船
舶
自
動
議
別
装
湿
の
技
術
的
条
件

か
ら
一
�
 

tu

離
れ
た
娘
一
変
調
の
妨
害
波
室
内
川
町
に
加
え
た
場
合
に
お
い
て
、
ビ
ッ
ト
誤
り
率
が
一
パ
ー
セ
ン
ト

ヲ
fum

標
準
会
議
の
規
格
を
い
う

担
任
変
認
特
性
は
、
受
信
機
入
力
(
一
)
一

同
待
に
加
え
た
と
き
の
パ
ケ
ッ
ト
誤
り
ネ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
二

一
般
的
条
件

一
九
及
、
ひ
一
間
の
も
の
を
送
信
す
る
こ
と
が
で
さ
る
こ
と
。

自
動
モ
ー
ド
に
お
け
る
的
慢
の
送
伝
時
間
間
隔
は
、
静
的
情
報
の
送
信
に
お
い
て
は
六
分
と
し
、
動
的
情
報

感
度
抑
圧
効
果
は
、
受
信
機
入
力
(
一
)

。
凹
デ
シ
ベ
ル
の
希
紫
波
一
信
号
と
希
禦
波
周
波
数
(
土
)

c
 

川
周
波
数C)

{J 
MHz J

行
バ

、
じ
じ

ノ、
h
H
H

ν
4
A
U
A
hr
U
 

一
デ
シ
ベ
ル
の
希
望
波
信
号
と
次
の
い
ず
れ
か
の
妨
害
波
そ

パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。
�
 

O

O
刃ヨミ� 
5ζ 

調

(
一
)
一
ニ
ム
ハ
ヂ

(
一
)
一
二
六
」
ア
シ
ベ
ル

児
×
¥
一
〕
×
一
一
週
道
刊
¥
i
A「
い
�
 

ムい� 

口一� 

℃
伐
�
 

の
一
決
�
 σ怒
5
3ヰ

問
時
分
割
多
一
江
戸
寂
続
方
式
受
信
部

れ
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産
状
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・
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。
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篤
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・
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